
紅葉山「産廃」処理場予定地の地質学的環境

［要約]

この報告は、夕張市紅葉山・久留喜（＜るき）付近に建設が予定されて

いる産業廃棄物処分場およびその周辺を取りまく地質学的環境について、こ

れまでの知見をもとに記すものである。

取りあげる項目は

①この地域一帯は地すべり多発地帯であり、建設予定地への影響が考慮

されること

②処分場予定地は、直下を大型の断層が通っており断層破砕帯をとおって

廃棄物から惨出する浸透水が近くの河川水に混入する可能性が大きいこと

③処分場予定地は、河岸段丘上であり、雨水や融雪水fjﾐどが廃棄物を浸透

しながら地下水として段丘堆積物の下底の岩盤上を移動し、河川水に混入す

ることが確実であること

などである。

これらのことから、今回Ｉ紅葉山ロ久留富に計画されている産業廃棄物処

分場の建設は、流域住j民の生活を守るうえにおいて、また、当該地区のかけ

がえのない大自然を保護するうえにおいて､ﾉそれぞれ大きな支障をもたらす

ものであることを強く指摘しなければならない。

璽夕限

鑑
Ｙ■

iii篝1I1liillii鬘

亙
繍
座

iiliifililIjiIj鑿il讓鑿蕊1,；

重
札
幌

’

…

ｐ
Ｈ瀞叫‐謡

０鍾蕊､！
鍾熱./・零蕊､Bi

ISi１１k.(僻ｈ《園

1鵜
Ｏ３ｋｍ
Ｌ－９－－１」

￣-－－－－－－－

図－２夕鼠市紅第山一久囲薯付近の薗田分布略図

高欄ほか（2002）による

図－１５万分の１地形図「紅藻山」区鑓内の地廷り地形

山岸（1993)、高機ほか〈2002）による

矢印は「産廃」処分場予定地、灰色部が地すべり地形
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紅葉(山「産廃」処分場予定地の地質学的環境

１．地すべり地形について

Ｓ万分の１地形図「紅葉山」に示される、東西２０ｷﾛﾒｰﾄﾙＴ南北18.5ｷﾛﾒ

ｰﾄﾙ内の地域における地すべり地形は、山岸（1893)､/高橋ほか（20皿）によ

って［図自1］のように示されている。「産廃」処分場予定地は図の中央部西

寄りの地点（図中の矢印）にあり弓周辺には数多くの地すべり地形がみられ

る。

地すべりが発生する原因にはく当該地区の地質がきわめて複雑な構造で

あること、および、風化しやすい岩層から構成される地層が分布しているこ

となどがあげられる。

「産廃」処分場予定地周辺には、第三紀層である幌内層が南北に広く分

布しているが、この地層は１０００ﾒｰﾄﾙにもおよぶ厚く変化の乏しい泥岩層か
ら構成されており、野外ではとくにひび割れしやすく風化して粘士化する。

幌内層の分布地域ではこれが地すべりを各所に発生させる大きな原因となっ

ているびく

「産廃」処分場予定地の上流には最近発生峨二やや大きな地滑りがあ

るほか、峠川の両岸には小規模な地すべりが多く見られる。

２，断層帯について

紅葉山「産廃」処分場予/定地付近には多くの断層が存在する［図2]・

断層は岩盤が地盤運動の力を受け断裂して形成されるので～規模の大きい断

層では、断裂面周辺;の岩盤が破砕され；破砕帯が形成されるｄ砕かれた岩石

の破片の隙間には地下水が入り込み〈破砕帯はその通り道となることが多い。

とくに紅葉山「産廃」処分場予定地にはその直下を大小三つの断層がと

お叺「産廃」からの浸透水が破砕帯から浸出し;′直近の河川に混入する可

能性が大きい｡〆

紅葉山｢産廃」処分場予定地をとおる断層の概況は次のとおりである。

１）平和断層い

夕張市本町西方の鳩の巣山から１日平和炭鉱付近を通り、清水沢西部を経

て紅葉山市街地からさらに南方へ延び、１日穂別炭鉱付近に達する長さ３０ｷﾛﾒ

ｰﾄﾙにおよぶ断層である。高橋ほか（20ｏｚ）の断面図からみると、この;断層

の落差は数１０ﾒｰﾄﾙを越す規模であり､夕張市の西側地域では最大規模の断

層となっている。

２）真谷地断層

夕張市遠幌（えんほろ）付近から南方へ延び、真谷地炭鉱付近から紅葉
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山の久留薑南方で北西方向から延びる平和:断層と合体する。延長距離は20ｷ

ﾛﾒｰﾄﾙほどの断層である。

３）久留富断層ｊ１ｍ

－夕張市楓（かえで）付近から南へ延び<真谷地断層と平行しながら久留

鬘付近に達し枝分かれしながら平和断層と合体し､１日穂別炭鉱南方に達する。

延長距離は１０数ｷﾛﾒｰﾄﾙの規模である。、

/３．/段丘堆積物について

紅葉山「産廃」処分場予定地には峠j11の左岸一帯に3段の段丘地形が

みられる［図S]｡/これらは地盤運動と過去の年代の河川の浸食・堆積作用

等の結果形成されたもので、それぞれ段丘堆積物が分布している。これら堆
.〒・

積物は、砂礫、砂も粘土～火山灰からなり軟弱で地1下水が浸透しやすい｡と

＜に雨水や融雪水は堆積物下底部の岩盤上をLゆるやかに下方へ移動し(矢印）

浸透水として峠川の河川水に混入する。～

産業廃棄物は主として第２段丘と第３段丘の堆積物を掘り下げ埋立処分

される計画のようであるがくj岩盤上を浸透する汚染水は築堤や排水工などで

lま防止することは不可能である。（７）Ｊ
：．パ

～建設計画では廃棄物の各下底:部に浸透水廃水管■(支管)を配置し、それ

らを集約する幹線配水管として中央部に直i径;;剛:ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙの配水』管の設置が
計画されている｡『覆土根拠断面図j/をみると幹線善己水管で集約されたすべ
ての浸透水はここから排水され峠川の河川水に混入することになる。

１ｔﾘﾐおくこれまでの計画では廃棄物；の埋め立てには遮水シートは使用され

ないことが明らかにされている。／〃

宙

第
１
段
丘

蕾豊蕊灘重力鯛職１

露壷鍾露燕！

第３段丘蝋『

吟

、 ﾐ笛恩

鱒

川
蜜盤（幌内組）、

銭ｼ､，すべり

圏一写夕張市紅藻山、峠川付近の河岸段丘模式断面図
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～４…まとめ〆

：＞①この地域一帯はv地すべり多発地帯でありへ~豪雪の融解訂集中豪雨な

どのおりには災害が発生する可能性が高い｡－

②この地域は複雑な地質構造地帯であり断層が多くも「産廃］処分場予

定地の直下を３本の断層がとおる‘平和断層;､<真谷地断層は規模が大きく、

断層破砕帯から浸出した地下水が近くの河jllに混入する可能性が高い。

〕／③「産廃」処分場予定地は河岸段丘上にありざ雨水や融雪水などが廃棄

物を浸透しながら地下水として段丘堆積物下底の岩盤上を移動し、近くを流

れる峠川に混入することは確実である。～

〃以上のことから、今回、紅葉山･久留薑に計画されている産業廃棄物処

分場の建設は.T流域地区住民の生活を守るうえにおいて、また､当該地区の

のかけがえのない大自然を保護するうえにおいて、それぞれ大きな支障をも

たらすものであることを強く指摘しなければならない。

～－文、／～献～へ

山岸宏光畝(19兜)『北海道の地すべり地形一分布図とその解説一』北大図

魍ヘノノ書刊行会l

高橋勤ニハ(2002)『5万分の工地質図幅説明書▲｢紅葉山｣』:北海道立地質
研究所

元北海道開拓記念館学芸部長矢野牧夫
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